
・現在、全国的に様々な運営団体により、いろいろなカタチの地域型こどもホスピスの整備がすすめられていますが、いずれも大都市圏で、その多くが財源を外部
からの多大な寄付に頼った活動です。
・私たち医療法人社団どんぐり会は外部からの寄付等に依存することなく、Free Standingの社会貢献事業として、医療機関併設型（認可保育園も併設）
の病児保育施設を活用した地域型こどもホスピスを開設したので報告します。

緒言

こどもホスピス
日本には、小児がん、心疾患、代謝性疾患など重度の疾病や障がいを抱え、生命を脅かす状態（Life-threatening conditions LTCs）にある子どもが大
勢います。
そうした子どもとご家族は、病院か自宅での制限された生活を余儀なくされることが多く、子どもらしい成長・発達の機会が少ないのが現状です。また、ご家族も子
どものケアに重点を置いた生活になり、社会的に孤立し、精神的・身体的・経済的に大きな負担を抱えておられます。

子どもと家族との満たされた時間の提供、死別後のサポート等のほか、子どもが成長・発達し「生きる」ことを全うできるための体験の保護といった、心理社会的ケア
の視点が含まれています。遊びの支援・学びの支援なども含まれ、デイユース・宿泊など様々形態のものがあります。

全国に広がるこどもホスピス
こどもホスピスについては、令和5年12月22日に閣議
決定された「こども大綱」においても、全国普及を図る
ことが明記されています。

一般社団法人日本こどもホスピス協議会

医療法人社団どんぐり会
茨城県那珂市 人口5.2万人

市内で唯一の
小児科専門医療機関

こどもホスピス「ねむの木のしたで…」
私たちは、既存の保育施設（病児保育・認可保育）の空いているお部屋やお庭を利用して、法人所属の病児保育専門士・保育士・看護師がコンシェルジュ
として対応することで、外部からの寄付に依存することなく、Free Standingの社会貢献事業としてこの活動を行うことをデザインしてます。
おやつやお食事をご希望の際には実費をご負担いただきますが、その他ご利用に際しての費用はどんぐり会が負担します。
利用者さまが希望される場合には、病児の保育‟しろやぎさんのポシェット“でレスパイトケアを行わせていただくことも可能ですし、認可保育園での保育受け入れも可能です。

一般社団法人
日本こどもホスピス協議会

こどもホスピスは、治癒の見込みのない、または長期の療養が必要な疾患のある
子どもとその家族に、我が家のように過ごせる場を提供し、いつでも相談できる
友として寄り添い、子どもだけでなく家族全体のQOL向上を目指す場所

おとなの‟ホスピス”＝看取りの場所 とこどもホスピスは違う

「こどもホスピスは死にゆく場所ではなく、こども達が自分の人生を生きるための場所」
イギリスにある世界初の小児ホスピス「ヘレンハウス」を立ち上げたシスター・フランシスの言葉

拠点を持つ事業に限らず、多様な方法で展開する
病気のこどもや家族を支える取り組みを広く支援、自
治体による主体的、包括的な取り組みを推進し、こ
どもホスピスの全国普及を図ることを目指して、こども
家庭庁により令和6年度補正予算において「こどもホ
スピス支援モデル事業」が創設されました。

定員12名
疾患別に部屋分けして最大6部屋で保育を行います

給食やおやつは園内調理
 糖尿病や単心室などの心疾患のお子さんもみんな一緒に保育保育

医療法人社団どんぐり会の基本コンセプトは
「子ども達は疾患の有無やその症度の如何に関わらず、全て等しく子ども達」



Ⅰ対象となるLTCの子ども達にこどもホスピス活動をどのようにご案内していくのか

こどもホスピスを展開する上での課題

Ⅱ普及にはLTCの子ども達の主治医等、医療従事者への啓蒙活動が必要

ⅢことさらLTCの子ども達のためだけの予算・施設がほんとうに必要なのか

・こども家庭庁のこどもホスピス支援モデル事業に参加することが、LTCの子どもやそのご家族といちばん繋がれるのではないかと考えています。現在、茨城県に
モデル事業への手上げをお願いしているところです。

・子どもに関わる医療従事者・特に医師の間で「こどもホスピス」という概念自体、広く正しく認識されているとは言い難い現状があります。この状況を打破するこ
とは、ファーストペンギンである私たちの責務と考えています。

・LTCの子ども達は都市部にだけいるわけではありません。地方では数億円単位の寄付をあつめてこどもホスピス専用施設を開設・運営するのは困難です。
・認可保育園と病児保育を運営する小児科医療法人であれば、地方でもLTCの子ども達のための地域型こどもホスピスを運営することができることを社会
 実証し、国内に広くこどもホスピスが普及する一助となることを目指します。

病児保育室は素敵なこどもホスピスになるポテンシャルがある

結語

病児保育はただの就労支援の場所ではなく、病気のこども達のこども支援の場であると考えています。
LTCのこども達も最後の最後まで笑って遊びます。病児保育室をご利用されるこども達と同じです。
病気の子ども達が遊び、過ごし、様々なことをするのに適したハードとソフトが整備された医療機関併設型の病児保育施設には素敵なこどもホスピスの場となり得る
ポテンシャルがあると私たちは考えています。

Ⅳ「こどもホスピス」という特別なものがつくられるのかというような風潮が出てくることについて危惧しています
・地域の中でさまざまな課題を抱えている子ども達がいて、その中の１つの課題として緩和ケアを必要とするような重症児もいると捉えることで、地域の中にそう
いった子どもがいることを地域が自分事として捉えて、そこにあるさまざまな資源を活用することで、もっと無理なく、LTCの子ども達のための社会の場をつくってい
けるのではないかと考えています。

こどもホスピス
「ねむの木のしたで…」

・病児保育はLTCのこども達を含む病気のこども達のこども支援の場である。
・小児科医療機関併設型（認可保育園も併設）の病児保育施設であれば、地方でもLTCの子ども達のための地域型こどもホスピスを運営することができる。

こどもホスピスにご興味をお持ちの方がおられましたら、是非、お声かけください。
私たちと一緒に、病児保育＋αとしての地域型こどもホスピスにTryしてみませんか？

私たちの一歩が、みなさんの踏みだすその一歩が、LTCの子ども達やそのご家族の明日の笑顔に繋がることを信じています。
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